
日本でデジカメに挑戦した人たちのバイブ
ルはアメリカで書かれたデジカメ解説書

だった。そしてそこには「RGB to CMYK変換
にはSWOPというプロファイルを使用するこ
と」と書いてあったから、日本のデジタルカメ
ラマンたちは皆素直な気持ちでそのとおりに
やったのだ。ところがそのSWOPはアメリカの
オフ綸用の基準で、総インキ量（紙の上に印刷
できるインキ）は総計300%が限度だったの
で、GCRという墨版にCMYインキ分を変換し

て総インキ量を少なくする機能が働いている
のだ。簡単に言えばSWOPは墨インキ量がも
のすごく多いということだ。
　プロ野球なら日本一を決めるのは日本シ
リーズなのでわかりやすいが、メジャーだと
アメリカNo.1でもワールドシリーズという如
くSWOP（SはSpecification）だ。 こ れ が
American Colorだったらこんな間違いもな
かったと思うのだが本当に紛らわしい。そして
問題は、墨インキの濃度がアメリカと日本では

アメリカ1.5に対して日本は1.9と大違いだっ
た事だ。濃度は対数を取っているので0.3違え
ばエネルギーでは倍違うことになる。アメリカ
用の墨版カーブを日本で使ったら墨が強すぎ
てしまうのは当たり前だ。しかし世間では「デジ
カメの色はキレが悪く墨っぽい」と無実の罪を
着せられてしまった。そして長年の悲願である
日本の印刷に合ったICCプロファイルJapan 
Color 2001が生まれ、晴れてデジカメの冤
罪が解けたのである。
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PhotoshopでRGB to CMYK変換するといったら左図のようなカスタムテーブル
を使って分版するのが定番だった（あくまで過去形ですぞ！過去形!!）。ハイエンド
スキャナで使用される分解カーブが各インキメーカーごとに用意されており、いか
にも微妙な調整ができそうだがどれを使ってもそれなりの品質は得られるように
なっていたのだ。肝心なポイントは墨版カーブで、シアンの中間から墨版の点が
入るようになっていたのが、美しい色再現ができる本当の理由だったのだ。いわ
ゆるスケルトンブラックだが、シャドウはかなりコントラストに入るようになっていたの
で、スキャナ職人の喜びそうな再現カーブが得られるようになっていた。

■総インキ量とプロファイル

■墨版カーブで印刷品質は決まる

［SWOPで変換］

北米のオフ綸規格だが、拡大解釈されて世界標準
規格くらいに考えられている。シャドー部のCMYイン
キの多くはBkインキに置き換えられ、総インキ量300%
をキープしている。アメリカンカラーと名前が付いて
いればよかったのにとつくづく思う次第である

［Japan Color 2001 Coatedで変換］
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日本のオフセット印刷は総インキ量350%くらいまで
印刷できるので、シャドウ部でもCMYはストレートに
伸びている。その分墨版もマックス80%くらいに抑
えられている
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［SWOP］

［Japan Color 2001 Coated］

問題は自社プロファイルで、プロファイル作成ツー
ルがアメリカや欧州製なのでそのままデータを入力
するとSWOPのようなプロファイルができてしまう。
これでは品質が「？」

［自社プロファイル］

Bkインキの濃度の差で再現カーブが日米では大き
く異なるが、欧州はというと？　面白いことに日米の
中間的な再現となる。昔は国ごとに印刷基準が異
なっていたが、いまは統一された

［EURO SCALE］
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